












Asian Most Historic Lamborghini GT Team_since 1994

7 / 10

SUPER GT Rd.5  
FUJI Speedway
RACE REPORT

Press release

TEAM JLOC
87号車　リーガルフロンティア ランボルギーニ　佐藤公哉 / 元嶋佑弥 / 高橋翼
88号車　マネーパートナーズ ランボルギーニ　平峰一貴 / マルコ・マペッリ

公式予選
日付：2018年 8月 4日 ( 土 )
天候：晴
予選結果：87号車 16位、88号車 28位
観客動員数 : 22,100人

1ヶ月ぶりのレース初日は厳しいスタートに
夏場のレースは 500マイル、800kmを超える距離となり厳しい戦いが想定される。
天候的にも朝から蒸し暑い中で練習走行が始まった。

午後の予選、87号車は僅差でQ1突破を逃し16位。88号車はQ2進出と思われたが、
トラックリミット違反により明日最後尾スタートが決定と、2台ともに厳しい予選日
となった。

87号車 エンジニア 平井成治 コメント
公式練習は第二戦富士レースの結果を精査し、セッティングの方向性を大きく変えて
走行開始する。変更が決まりバランスが良く、決勝レース用セットとしてタイヤの耐
久性もチェックする。終盤に予選セットに変更し確認作業を行った。
公式予選は元嶋選手のドライブでQ1突破を目指すも、16番手で惜しくも突破ならず。

87号車 佐藤公哉 コメント
公式練習走り始めからロングランの感触が良く、レースに向けてはいい感触を掴めて
いた。
予選Q1は元嶋選手がいいアタックをしてくれたが非常に僅差の戦いの末少し足りず
17番手となったが、長距離であるレースに向けてポジティブな気持ちだ。

87号車  元嶋佑弥 コメント
フリープラクティスからマシンとタイヤが良く今回のレースはいつもと違う展開のレー
スが出来そうな感触。予選は私のミスでQ2に進めなかった。トップとのタイム差を見
ればいつもと比べると少ないので翌日の決勝に自信を持っている。

87号車 高橋翼 コメント
Q2まであと僅かな差でQ1敗退となったが、金曜日の走行から車のバランスが良く、レー
スペースはとても自信あるので。決勝は長いレース、序盤から着実にポジションを上げてい
きたいと思う。

88号車 エンジニア 勝俣雅史 コメント
Q1 はマルコ選手が担当、残り9分でコースインし6番手タイムを記録したが、アタックラッ
プの3コーナーでトラックリミット違反の為、タイムはく奪。明日は最下位からのスタート
となった。

88号車 平峰一貴 コメント
まさかの予選結果は最下位。僕らにとってかなり苦しい結果だった。
一番落ち込んでいたのはマルコだと思う。
しかし、ここで諦めないで強い気持ちで戦うのがチーム88。絶対に最後まで戦い抜くと
チーム一丸となり決勝に向けて沢山のミーティングを重ねた。あの時のミーティングで
更にみんなが強くなったと思う。

88号車 マルコ・マペッリ コメント
予選のスタートは良かったが、ハンデウエイトに対し我々の車はより敏感だった。残念
な事に、トラックリミットのミスをしてしまった。

決勝レース
日付：2018年 8月 5日 ( 日 )
天候：曇
決勝結果：88号車 6位、87号車リタイア
観客動員数 : 38,300 人

後方から2台で追い上げ、88号車が6位と5戦連続ポイント獲得
昨日に比べ若干雲も出ている決勝日、少しでもマシン・タイヤ・ドライバーへの負担
が減る事を期待する。2台ともに後方グリッドスタートとなるも、前日よりチーム全
体で協力し戦略を精査。決勝には自信を持ちつつスタートとなった。

数スティントが終わった段階で、2台ともにシングルまでポジションを上げレース中
後半に期待が持てる展開に。87号車はメカニカルトラブルで今季初リタイアを期すも、
88号車は 6位とグリッド最後尾から大幅挽回となった。

87号車 エンジニア 平井成治 コメント
ウォームアップ走行でフルタンク確認を行い、決勝レースは元嶋選手でスタート。車
両の特性上フルタンク時厳しいが、上手くまとめて 39周目にピットイン。タイヤを交
換せずに高橋選手に交代。その後、佐藤選手にドライバー交代とタイヤ交換を行い、コー
ス上に送り出した。48周目の 1コーナーでブレーキトラブルが発生してしまい、修理
のため再度ピットイン。修復するのが難しい状況であったため、残念ながらリタイア
となった。

結果としては残念だが車両のバランスは終始良く、リタイアの直前では 6番手を走行
出来、チームとしても収穫の多いレースだった。次の菅生ではポイントを目指して更
に努力して行きたい。

87号車 佐藤公哉 コメント
スタートを担当した元嶋選手が順調にポジションを上げていったが、途中から抱えて
きたトラブルが途中交代した私のスティントで走行不能状態となりリタイアとなって
しまった。フリー走行からの裏付け通りに非常に良いペースでレースを進めていただ
けに悔しい結果。次回菅生大会に向けてもレースペースはこのままの調子で予選でも
前のグリッドに進出できるようにベストを尽くしていきたい。

87号車 元嶋佑弥 コメント
決勝もマシンのセッティングと、タイヤがコンディションにマッチして、スタートから
良いペースで追い上げることができたが、その後トラブルでリタイアとなった。今シー
ズンで一番良いレースができていただけに、悔しいレースになった。

87号車 高橋翼 コメント
2スティント目を担当。GT初レースでとても気合いが入った。走行中は集中することが
出来、ラップタイムを落とさないように意識しながらドライブした。そして他車とのバ
トルも出来たので、僕にとって収穫の多いスティントとなった。結果的にトラブルによ
りリタイアになってしまい、悔しい結果に終わってしまったが、週末を通して沢山学ぶ
ことが出来た。

88号車 エンジニア 勝俣雅史 コメント
スタートドライバーはマルコ選手、最後尾スタートの為、1周目でピットインしコース
の空いた所でレースをする作戦を選択。二人とも、完璧なタイヤマネージメントとフュ
－エルマネージメントを遂行し、メカニックもそれに答えるようにノーミスで完璧な
ピット作業をこなして、6番手でゴール、貴重なポイントを獲得出来た。

88号車 平峰一貴 コメント
マルコ選手スタートで1周目にピットインし、自身に交代。ライバルたちとは違う所で戦
う事を決めていました。88は全員きっちりと仕事をこなして、最後尾スタートから6位で
フィニッシュ。
なかなかタフなレースだっただけにポイントを獲得出来たのは良かった。更に、レース後
に嬉しいニュースが、88号車がベストメカニック賞を受賞した！簡単には獲得できないこ
の賞は僕にとっても嬉しい賞で、改めて安逹チーフメカニックをはじめとした、全てのメ
カニックさん達に感謝したいと思います。
残りのレースをこのメンバーで仕事出来る事に感謝して、悔いの残らないように全力で戦
いたいと思う。今大会も沢山の応援に感謝しています。引続き88号車の応援をよろしく
お願い致します！

88号車 マルコ・マペッリ コメント
アグレッシブな戦略で最終グリッドから6位まで挽回。平峰選手、チームともに良い仕
事だった。只、このレースではBOPが厳しく感じた。

監督 コメント
タイから帰国して何か久しぶりの気がするレース！ラウンド 5富士戦！
87. 88 共に、良い感じで富士戦に！ しかしここ数年ランボの得意コースが苦手コース
になってしまった！ 数年前ならストレートで抜けた！
今シーズン、BMW.GTR. ターボ車は明らかに我々より 5キロから 10キロ速い
又、中間加速が素晴らしい！信じられないのは 200キロ軽くて燃費が良いマザーシャ
シー車が、トップスピードが速い！我々より速い車が数台いる！
チームは以上の事を踏まえて、セットアップを大きく変えました！
兎に角、予選はトップスピードを捨て 1330キロの巨体をコーナリング重視！
それでも、両車とも予選は苦戦しました！ 又 88のマルコさんにはチームとしてボッ
クスの指示！
理由はあるにせよ申し訳ない！ 87元嶋さんはセク 1セク 2, ベスト
楽にQ1突破と思いましたが？セクター 3で突っ込み過ぎ！しかし 500マイル車の
仕上がりは両車とも良さそう！
迎えた決勝、87は元嶋選手、高橋選手、問題無く良いドライビング！佐藤選手に代わっ
た時に、ABSブレーキトラブル！佐藤選手でなければ危ないシチュエーション、改め
て彼のドライビングスキルの高さが感じられました！ トラブルの原因はハブボルト
でした
マイレージ管理以上の問題が起きる事、勉強になりました！ 残念ながらリタイア！
88は、ビリスタート！ 全ての戦略を見直し 1周目にピットイン！後はタイヤに厳し
いフル満タン！ドライバーにも厳しい！ ヨコハマタイヤにも厳しい！結果は６位！ 
チーム全員が頑張ったと思います！
メカニック賞も頂き、次戦に良い流れと思います！
次は、初の大会鈴鹿 10時間レース！ ランボの看板を背負い頑張ります！
スポンサーの皆様、ファンの皆様！ 何時も有り難う御座います！
今シーズン、最後まで楽しんで頂けるよう頑張ります！
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いフル満タン！ドライバーにも厳しい！ ヨコハマタイヤにも厳しい！結果は６位！ 
チーム全員が頑張ったと思います！
メカニック賞も頂き、次戦に良い流れと思います！
次は、初の大会鈴鹿 10時間レース！ ランボの看板を背負い頑張ります！
スポンサーの皆様、ファンの皆様！ 何時も有り難う御座います！
今シーズン、最後まで楽しんで頂けるよう頑張ります！
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TEAM JLOC
87号車　リーガルフロンティア ランボルギーニ　佐藤公哉 / 元嶋佑弥 / 高橋翼
88号車　マネーパートナーズ ランボルギーニ　平峰一貴 / マルコ・マペッリ

公式予選
日付：2018年 8月 4日 ( 土 )
天候：晴
予選結果：87号車 16位、88号車 28位
観客動員数 : 22,100人

1ヶ月ぶりのレース初日は厳しいスタートに
夏場のレースは 500マイル、800kmを超える距離となり厳しい戦いが想定される。
天候的にも朝から蒸し暑い中で練習走行が始まった。

午後の予選、87号車は僅差でQ1突破を逃し16位。88号車はQ2進出と思われたが、
トラックリミット違反により明日最後尾スタートが決定と、2台ともに厳しい予選日
となった。

87号車 エンジニア 平井成治 コメント
公式練習は第二戦富士レースの結果を精査し、セッティングの方向性を大きく変えて
走行開始する。変更が決まりバランスが良く、決勝レース用セットとしてタイヤの耐
久性もチェックする。終盤に予選セットに変更し確認作業を行った。
公式予選は元嶋選手のドライブでQ1突破を目指すも、16番手で惜しくも突破ならず。

87号車 佐藤公哉 コメント
公式練習走り始めからロングランの感触が良く、レースに向けてはいい感触を掴めて
いた。
予選Q1は元嶋選手がいいアタックをしてくれたが非常に僅差の戦いの末少し足りず
17番手となったが、長距離であるレースに向けてポジティブな気持ちだ。

87号車  元嶋佑弥 コメント
フリープラクティスからマシンとタイヤが良く今回のレースはいつもと違う展開のレー
スが出来そうな感触。予選は私のミスでQ2に進めなかった。トップとのタイム差を見
ればいつもと比べると少ないので翌日の決勝に自信を持っている。

87号車 高橋翼 コメント
Q2まであと僅かな差でQ1敗退となったが、金曜日の走行から車のバランスが良く、レー
スペースはとても自信あるので。決勝は長いレース、序盤から着実にポジションを上げてい
きたいと思う。

88号車 エンジニア 勝俣雅史 コメント
Q1 はマルコ選手が担当、残り9分でコースインし6番手タイムを記録したが、アタックラッ
プの3コーナーでトラックリミット違反の為、タイムはく奪。明日は最下位からのスタート
となった。

88号車 平峰一貴 コメント
まさかの予選結果は最下位。僕らにとってかなり苦しい結果だった。
一番落ち込んでいたのはマルコだと思う。
しかし、ここで諦めないで強い気持ちで戦うのがチーム88。絶対に最後まで戦い抜くと
チーム一丸となり決勝に向けて沢山のミーティングを重ねた。あの時のミーティングで
更にみんなが強くなったと思う。

88号車 マルコ・マペッリ コメント
予選のスタートは良かったが、ハンデウエイトに対し我々の車はより敏感だった。残念
な事に、トラックリミットのミスをしてしまった。

決勝レース
日付：2018年 8月 5日 ( 日 )
天候：曇
決勝結果：88号車 6位、87号車リタイア
観客動員数 : 38,300 人

後方から2台で追い上げ、88号車が6位と5戦連続ポイント獲得
昨日に比べ若干雲も出ている決勝日、少しでもマシン・タイヤ・ドライバーへの負担
が減る事を期待する。2台ともに後方グリッドスタートとなるも、前日よりチーム全
体で協力し戦略を精査。決勝には自信を持ちつつスタートとなった。

数スティントが終わった段階で、2台ともにシングルまでポジションを上げレース中
後半に期待が持てる展開に。87号車はメカニカルトラブルで今季初リタイアを期すも、
88号車は 6位とグリッド最後尾から大幅挽回となった。

87号車 エンジニア 平井成治 コメント
ウォームアップ走行でフルタンク確認を行い、決勝レースは元嶋選手でスタート。車
両の特性上フルタンク時厳しいが、上手くまとめて 39周目にピットイン。タイヤを交
換せずに高橋選手に交代。その後、佐藤選手にドライバー交代とタイヤ交換を行い、コー
ス上に送り出した。48周目の 1コーナーでブレーキトラブルが発生してしまい、修理
のため再度ピットイン。修復するのが難しい状況であったため、残念ながらリタイア
となった。

結果としては残念だが車両のバランスは終始良く、リタイアの直前では 6番手を走行
出来、チームとしても収穫の多いレースだった。次の菅生ではポイントを目指して更
に努力して行きたい。

87号車 佐藤公哉 コメント
スタートを担当した元嶋選手が順調にポジションを上げていったが、途中から抱えて
きたトラブルが途中交代した私のスティントで走行不能状態となりリタイアとなって
しまった。フリー走行からの裏付け通りに非常に良いペースでレースを進めていただ
けに悔しい結果。次回菅生大会に向けてもレースペースはこのままの調子で予選でも
前のグリッドに進出できるようにベストを尽くしていきたい。

87号車 元嶋佑弥 コメント
決勝もマシンのセッティングと、タイヤがコンディションにマッチして、スタートから
良いペースで追い上げることができたが、その後トラブルでリタイアとなった。今シー
ズンで一番良いレースができていただけに、悔しいレースになった。

87号車 高橋翼 コメント
2スティント目を担当。GT初レースでとても気合いが入った。走行中は集中することが
出来、ラップタイムを落とさないように意識しながらドライブした。そして他車とのバ
トルも出来たので、僕にとって収穫の多いスティントとなった。結果的にトラブルによ
りリタイアになってしまい、悔しい結果に終わってしまったが、週末を通して沢山学ぶ
ことが出来た。

88号車 エンジニア 勝俣雅史 コメント
スタートドライバーはマルコ選手、最後尾スタートの為、1周目でピットインしコース
の空いた所でレースをする作戦を選択。二人とも、完璧なタイヤマネージメントとフュ
－エルマネージメントを遂行し、メカニックもそれに答えるようにノーミスで完璧な
ピット作業をこなして、6番手でゴール、貴重なポイントを獲得出来た。

88号車 平峰一貴 コメント
マルコ選手スタートで1周目にピットインし、自身に交代。ライバルたちとは違う所で戦
う事を決めていました。88は全員きっちりと仕事をこなして、最後尾スタートから6位で
フィニッシュ。
なかなかタフなレースだっただけにポイントを獲得出来たのは良かった。更に、レース後
に嬉しいニュースが、88号車がベストメカニック賞を受賞した！簡単には獲得できないこ
の賞は僕にとっても嬉しい賞で、改めて安逹チーフメカニックをはじめとした、全てのメ
カニックさん達に感謝したいと思います。
残りのレースをこのメンバーで仕事出来る事に感謝して、悔いの残らないように全力で戦
いたいと思う。今大会も沢山の応援に感謝しています。引続き88号車の応援をよろしく
お願い致します！

88号車 マルコ・マペッリ コメント
アグレッシブな戦略で最終グリッドから6位まで挽回。平峰選手、チームともに良い仕
事だった。只、このレースではBOPが厳しく感じた。

監督 コメント
タイから帰国して何か久しぶりの気がするレース！ラウンド 5富士戦！
87. 88 共に、良い感じで富士戦に！ しかしここ数年ランボの得意コースが苦手コース
になってしまった！ 数年前ならストレートで抜けた！
今シーズン、BMW.GTR. ターボ車は明らかに我々より 5キロから 10キロ速い
又、中間加速が素晴らしい！信じられないのは 200キロ軽くて燃費が良いマザーシャ
シー車が、トップスピードが速い！我々より速い車が数台いる！
チームは以上の事を踏まえて、セットアップを大きく変えました！
兎に角、予選はトップスピードを捨て 1330キロの巨体をコーナリング重視！
それでも、両車とも予選は苦戦しました！ 又 88のマルコさんにはチームとしてボッ
クスの指示！
理由はあるにせよ申し訳ない！ 87元嶋さんはセク 1セク 2, ベスト
楽にQ1突破と思いましたが？セクター 3で突っ込み過ぎ！しかし 500マイル車の
仕上がりは両車とも良さそう！
迎えた決勝、87は元嶋選手、高橋選手、問題無く良いドライビング！佐藤選手に代わっ
た時に、ABSブレーキトラブル！佐藤選手でなければ危ないシチュエーション、改め
て彼のドライビングスキルの高さが感じられました！ トラブルの原因はハブボルト
でした
マイレージ管理以上の問題が起きる事、勉強になりました！ 残念ながらリタイア！
88は、ビリスタート！ 全ての戦略を見直し 1周目にピットイン！後はタイヤに厳し
いフル満タン！ドライバーにも厳しい！ ヨコハマタイヤにも厳しい！結果は６位！ 
チーム全員が頑張ったと思います！
メカニック賞も頂き、次戦に良い流れと思います！
次は、初の大会鈴鹿 10時間レース！ ランボの看板を背負い頑張ります！
スポンサーの皆様、ファンの皆様！ 何時も有り難う御座います！
今シーズン、最後まで楽しんで頂けるよう頑張ります！
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TEAM JLOC
87号車　リーガルフロンティア ランボルギーニ　佐藤公哉 / 元嶋佑弥 / 高橋翼
88号車　マネーパートナーズ ランボルギーニ　平峰一貴 / マルコ・マペッリ

公式予選
日付：2018年 8月 4日 ( 土 )
天候：晴
予選結果：87号車 16位、88号車 28位
観客動員数 : 22,100人

1ヶ月ぶりのレース初日は厳しいスタートに
夏場のレースは 500マイル、800kmを超える距離となり厳しい戦いが想定される。
天候的にも朝から蒸し暑い中で練習走行が始まった。

午後の予選、87号車は僅差でQ1突破を逃し16位。88号車はQ2進出と思われたが、
トラックリミット違反により明日最後尾スタートが決定と、2台ともに厳しい予選日
となった。

87号車 エンジニア 平井成治 コメント
公式練習は第二戦富士レースの結果を精査し、セッティングの方向性を大きく変えて
走行開始する。変更が決まりバランスが良く、決勝レース用セットとしてタイヤの耐
久性もチェックする。終盤に予選セットに変更し確認作業を行った。
公式予選は元嶋選手のドライブでQ1突破を目指すも、16番手で惜しくも突破ならず。

87号車 佐藤公哉 コメント
公式練習走り始めからロングランの感触が良く、レースに向けてはいい感触を掴めて
いた。
予選Q1は元嶋選手がいいアタックをしてくれたが非常に僅差の戦いの末少し足りず
17番手となったが、長距離であるレースに向けてポジティブな気持ちだ。

87号車  元嶋佑弥 コメント
フリープラクティスからマシンとタイヤが良く今回のレースはいつもと違う展開のレー
スが出来そうな感触。予選は私のミスでQ2に進めなかった。トップとのタイム差を見
ればいつもと比べると少ないので翌日の決勝に自信を持っている。

87号車 高橋翼 コメント
Q2まであと僅かな差でQ1敗退となったが、金曜日の走行から車のバランスが良く、レー
スペースはとても自信あるので。決勝は長いレース、序盤から着実にポジションを上げてい
きたいと思う。

88号車 エンジニア 勝俣雅史 コメント
Q1 はマルコ選手が担当、残り9分でコースインし6番手タイムを記録したが、アタックラッ
プの3コーナーでトラックリミット違反の為、タイムはく奪。明日は最下位からのスタート
となった。

88号車 平峰一貴 コメント
まさかの予選結果は最下位。僕らにとってかなり苦しい結果だった。
一番落ち込んでいたのはマルコだと思う。
しかし、ここで諦めないで強い気持ちで戦うのがチーム88。絶対に最後まで戦い抜くと
チーム一丸となり決勝に向けて沢山のミーティングを重ねた。あの時のミーティングで
更にみんなが強くなったと思う。

88号車 マルコ・マペッリ コメント
予選のスタートは良かったが、ハンデウエイトに対し我々の車はより敏感だった。残念
な事に、トラックリミットのミスをしてしまった。

決勝レース
日付：2018年 8月 5日 ( 日 )
天候：曇
決勝結果：88号車 6位、87号車リタイア
観客動員数 : 38,300 人

後方から2台で追い上げ、88号車が6位と5戦連続ポイント獲得
昨日に比べ若干雲も出ている決勝日、少しでもマシン・タイヤ・ドライバーへの負担
が減る事を期待する。2台ともに後方グリッドスタートとなるも、前日よりチーム全
体で協力し戦略を精査。決勝には自信を持ちつつスタートとなった。

数スティントが終わった段階で、2台ともにシングルまでポジションを上げレース中
後半に期待が持てる展開に。87号車はメカニカルトラブルで今季初リタイアを期すも、
88号車は 6位とグリッド最後尾から大幅挽回となった。

87号車 エンジニア 平井成治 コメント
ウォームアップ走行でフルタンク確認を行い、決勝レースは元嶋選手でスタート。車
両の特性上フルタンク時厳しいが、上手くまとめて 39周目にピットイン。タイヤを交
換せずに高橋選手に交代。その後、佐藤選手にドライバー交代とタイヤ交換を行い、コー
ス上に送り出した。48周目の 1コーナーでブレーキトラブルが発生してしまい、修理
のため再度ピットイン。修復するのが難しい状況であったため、残念ながらリタイア
となった。

結果としては残念だが車両のバランスは終始良く、リタイアの直前では 6番手を走行
出来、チームとしても収穫の多いレースだった。次の菅生ではポイントを目指して更
に努力して行きたい。

87号車 佐藤公哉 コメント
スタートを担当した元嶋選手が順調にポジションを上げていったが、途中から抱えて
きたトラブルが途中交代した私のスティントで走行不能状態となりリタイアとなって
しまった。フリー走行からの裏付け通りに非常に良いペースでレースを進めていただ
けに悔しい結果。次回菅生大会に向けてもレースペースはこのままの調子で予選でも
前のグリッドに進出できるようにベストを尽くしていきたい。

87号車 元嶋佑弥 コメント
決勝もマシンのセッティングと、タイヤがコンディションにマッチして、スタートから
良いペースで追い上げることができたが、その後トラブルでリタイアとなった。今シー
ズンで一番良いレースができていただけに、悔しいレースになった。

87号車 高橋翼 コメント
2スティント目を担当。GT初レースでとても気合いが入った。走行中は集中することが
出来、ラップタイムを落とさないように意識しながらドライブした。そして他車とのバ
トルも出来たので、僕にとって収穫の多いスティントとなった。結果的にトラブルによ
りリタイアになってしまい、悔しい結果に終わってしまったが、週末を通して沢山学ぶ
ことが出来た。

88号車 エンジニア 勝俣雅史 コメント
スタートドライバーはマルコ選手、最後尾スタートの為、1周目でピットインしコース
の空いた所でレースをする作戦を選択。二人とも、完璧なタイヤマネージメントとフュ
－エルマネージメントを遂行し、メカニックもそれに答えるようにノーミスで完璧な
ピット作業をこなして、6番手でゴール、貴重なポイントを獲得出来た。

88号車 平峰一貴 コメント
マルコ選手スタートで1周目にピットインし、自身に交代。ライバルたちとは違う所で戦
う事を決めていました。88は全員きっちりと仕事をこなして、最後尾スタートから6位で
フィニッシュ。
なかなかタフなレースだっただけにポイントを獲得出来たのは良かった。更に、レース後
に嬉しいニュースが、88号車がベストメカニック賞を受賞した！簡単には獲得できないこ
の賞は僕にとっても嬉しい賞で、改めて安逹チーフメカニックをはじめとした、全てのメ
カニックさん達に感謝したいと思います。
残りのレースをこのメンバーで仕事出来る事に感謝して、悔いの残らないように全力で戦
いたいと思う。今大会も沢山の応援に感謝しています。引続き88号車の応援をよろしく
お願い致します！

88号車 マルコ・マペッリ コメント
アグレッシブな戦略で最終グリッドから6位まで挽回。平峰選手、チームともに良い仕
事だった。只、このレースではBOPが厳しく感じた。

監督 コメント
タイから帰国して何か久しぶりの気がするレース！ラウンド 5富士戦！
87. 88 共に、良い感じで富士戦に！ しかしここ数年ランボの得意コースが苦手コース
になってしまった！ 数年前ならストレートで抜けた！
今シーズン、BMW.GTR. ターボ車は明らかに我々より 5キロから 10キロ速い
又、中間加速が素晴らしい！信じられないのは 200キロ軽くて燃費が良いマザーシャ
シー車が、トップスピードが速い！我々より速い車が数台いる！
チームは以上の事を踏まえて、セットアップを大きく変えました！
兎に角、予選はトップスピードを捨て 1330キロの巨体をコーナリング重視！
それでも、両車とも予選は苦戦しました！ 又 88のマルコさんにはチームとしてボッ
クスの指示！
理由はあるにせよ申し訳ない！ 87元嶋さんはセク 1セク 2, ベスト
楽にQ1突破と思いましたが？セクター 3で突っ込み過ぎ！しかし 500マイル車の
仕上がりは両車とも良さそう！
迎えた決勝、87は元嶋選手、高橋選手、問題無く良いドライビング！佐藤選手に代わっ
た時に、ABSブレーキトラブル！佐藤選手でなければ危ないシチュエーション、改め
て彼のドライビングスキルの高さが感じられました！ トラブルの原因はハブボルト
でした
マイレージ管理以上の問題が起きる事、勉強になりました！ 残念ながらリタイア！
88は、ビリスタート！ 全ての戦略を見直し 1周目にピットイン！後はタイヤに厳し
いフル満タン！ドライバーにも厳しい！ ヨコハマタイヤにも厳しい！結果は６位！ 
チーム全員が頑張ったと思います！
メカニック賞も頂き、次戦に良い流れと思います！
次は、初の大会鈴鹿 10時間レース！ ランボの看板を背負い頑張ります！
スポンサーの皆様、ファンの皆様！ 何時も有り難う御座います！
今シーズン、最後まで楽しんで頂けるよう頑張ります！
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Team JLOCについて
1994 年にチーム設立、アジアで最も歴史と実績があるランボルギーニチーム。
国内外ツーリングカーレースに出場を続け、2006年にはランボルギーニ社とし
て初のルマン 24時間出場を Team JLOCは実現。その後もランボルギーニ
一筋にてレース参戦。Super GT、スーパートロフェオ、ドバイ 24時間、
セパン 12時間などにおいて優勝含む多数の表彰台獲得と実績を積み重ねている。


